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1,本書は、平成10年度、国庫・県補助事業として横田町教育委員会が実施した町内遺跡分布調査の

報告書である。

2,調査地は、横田町鳥土地区地内 (39,64厨 )を実施した。

3,調査体制は次の通りである。

調査主体  横田町教育委員会 教育長 浅野俊夫

調査指導  島根県教育庁文化財課 高橋一郎 (町文化財専門委員) 木原 明 (同 )

調査担当  高尾昭浩 (横田町教育委員会主事 )

調 査 員  杉原清― (島根県文化財保護指導員) 藤原友子、木村公平

調査補助員 廣田英資 (横田町派遣社会教育主事) 平良直也 (横田町教育委員会)

事 務 局  中沢光政 (横田町荻育委員会教育次長) 徳江良弘 (次長補佐 )

4,本書の分布地図は、島根県の承認を得て森林基本図 (1/5,000)の 地図を 1/15,000に 縮小 し

て使用した。

5,埋蔵文化財包含蔵地は、その種類によって 6大別し、赤色の記号で表した。

なお、その種別が 2種類以上にわたつて重複するときは、その主要なもので代表されている。

6,本書の遺跡番号は、島根県遺跡地図呑号を踏襲している。

7,分布調査は踏査による地表面の観茶調査によるものである。したがって、本書に掲載されている

遺跡の他にも存在する可能性がある。

8,調査にあたって、次の方々から協力を受けた。記して謝意を表します。

荒川俊晴 荒木久行 内田房吉 児玉哲郎 佐世川徳雄 白根久四 古崎壮一  畑  清

部田利徳 部田芳治 部田修三 宝田好倶 村尾賢二郎 諸角岩雄

9,調査により作成した遺跡台帳は、横田町教育委員会で保管している。
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遺 跡 一 覧 表

―

船通山地区

名 称 種 房J 所 在 地 現 況 概 要 地図llo

船通寺跡 寺院跡 竹崎 船通山 山林 伝説の寺院 現地特定不能 6

亀石炉跡 製鉄遺跡 竹崎 亀石 山林 管浮
に
絆抱裂厚犀沸

卜蔵永経営の近世高殿餌、付近に山内遺構保存 6

亀石谷 I領跡 製鉄遺跡 竹崎 亀石 山林 野炉様式 大型の鉄淳露呈 6

亀石谷Ⅱ炉跡 製鉄遺跡 竹崎 亀石 山林 野炉様式 鉄津 6

亀石谷Ⅲ炉跡 製鉄遺跡 竹崎 亀石 山林 野伊様式 鉄津 6

222 亀石谷Ⅳ炉跡 製鉄遺跡 竹崎 亀石 山林 野餌様式 鉄淳 6

223 亀石谷 V餌跡 製鉄遺跡 竹崎 亀石 山林 野領様式 鉄淳 6

224 亀石谷Ⅵ領跡 製鉄遺跡 竹崎 亀石 雑種地 高殿様式 鉄淳 6

225 亀石谷Ⅶ銹跡 製鉄追跡 竹崎 亀石 山林 野炉様式 鉄淳 6

226 亀石谷Ⅷ領跡 製鉄追跡 竹崎 亀石 山林 高殿様式 鉄津 6

227 亀石谷Ⅸ餌跡 製鉄遺跡 竹崎 亀石 山林 野領様式 鉄淳 6

228 亀石谷 X餌跡 製鉄遺跡 竹崎 亀石 原野 野炉様式 鉄淳 6

229 亀石谷�領跡 製鉄遺跡 竹崎 亀石 水田 野炉様式 鉄淳 6

230 亀石谷�領跡 製鉄遺跡 竹崎 亀石 水 田 水田畦鉄津散布 6

ヌタ転谷 I領跡 製鉄遺跡 竹崎 ヌタ転び谷 山林 野伊様式 大型鐸塊有り 6

232 ヌタ転谷Ⅱ餌跡 製鉄遺跡 竹崎 ヌタ転び谷 山林 野鋭様式 鉄淳 6

双子谷炉跡 製鉄遺跡 竹崎 双子谷 山林 放置された鉛塊あり 町指定文化財 6

233 双子谷 I餌跡 製鉄遺跡 竹崎 双子谷 畑 高殿様式 ? 鉄津 6

双子谷Ⅱ炉跡 製鉄遺跡 竹崎 双子谷 山林 野鋲様式 鉄淳 6

235 双子谷Ⅲ領跡 製鉄遺跡 竹崎 双子谷 原野 野多様式 ? 鉄津 6

236 双子谷Ⅳ餌跡 製鉄遺跡 竹崎 双子谷 水 田 野炉様式 ? 鉄津 6

日向側地区

7 竹崎井西遺跡 散布地 竹崎 井西 水田・畑 磨消縄文土器片、須恵器、土師器等 平成 4年試掘でも遺構不明 4

小万才遺跡 (出土地) 竹崎 小万歳 道路 縄文土器 (押 し形文)土器片 1点採取 道路工事に伴うか 5

万歳炉跡 製鉄遺跡 竹崎 万歳 道呂・他 中世～近世炉炉床5基以上が重複している。大半県道敷地として消減 5

竹崎高炉跡 製鉄遺跡 竹崎 万歳 水田 大正基角炉を築いたところ、開田により消滅 6

213 小万丈炉 I跡 製鉄遣跡 竹崎 小万歳 水 田 野炉、搬塊出土 水田にて消滅か 5

215 万歳中倉谷 I炉跡 製鉄遺跡 竹崎 万歳中倉谷 山林 高殿か 鉄津 5

216 万歳中倉谷Ⅱ炉跡 製鉄遺跡 竹崎 万歳中倉谷 山林 野餌様式 鉄淳 5

217 万歳中倉谷Ⅲ領跡 梨鉄遺跡 竹崎 万歳中倉谷 宅地 住宅下 鉄淳 消滅 ? 5

万歳中倉谷Ⅳ領跡 製鉄遺跡 竹崎 万歳中倉谷 山林 鉄津、鉄穴にて一部消滅 5

日向側大原 I領跡 梨鉄遺跡 竹崎 大原 山林 野多様式 鉄淳 4

日向側大原Ⅱ領跡 梨鉄遺跡 竹崎 大原 山林 野炉様式 鉄淳 2

日向側大原Ⅲ炉跡 製鉄遺跡 竹崎 大原尻 山林 野彿様式 鉄津 2

日向側滝谷餌跡 製鉄遺跡 竹崎 滝谷 山林 野炉様式 鉄淳 2

日向側名ナシ迫領跡 梨鉄遺跡 竹崎 名ナシ迫 山林 野領様式 鉄津 4

212 日向側製鉄跡 製鉄遺跡 竹崎 日向側 山林 野炉様式 鉄淳 4

羽内谷鉱山鉄穴流し本場 製鉄遺跡 竹崎 小万歳 雑種地 町指定文化財 5

255 竹崎番所跡 その他 竹崎 呑所 水田・畑 近世松江藩呑所跡、伯州往還に面した一段高い平面、一部道路にて破損 4
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山根地区

観音寺跡 寺院跡 竹崎 観音寺 田水・畑
茶臼、鰐 回、茶壷、香炉等 出上、付近大龍庵 、土雲庵、薬帥堂、永
T店、碁原 な どの lllj名 あ り 4

山根側領跡 製鉄遺跡 竹崎 山根側 水田 ほ場整備にて消滅か 4

山根側Ⅱ炉跡 梨鉄遺跡 竹崎 山根側 山林 野炉様式 鉄淳

追谷地区

追谷遺跡 住居跡 竹崎 追谷 田・崖地 工事中発見 弥生後期住居跡 甕等 9点出土

原餌跡 製鉄遺跡 竹崎 原 餌 宅地、他 昭和期「叢雲餌」と改名操業した卜蔵家最後の炉、高殿炉一部破損

237 追谷 I炉跡 製鉄遺跡 竹崎 船通山口 山林 野炉様式 鉄淳

追谷Ⅱ餌跡 製鉄遺跡 竹崎 芦原 山林 野傍様式 鉄津

追谷Ⅲ餌跡 製鉄遺跡 竹 崎 芦 原 山林 野炉様式 鉄津

240 追谷Ⅳ傍跡 製鉄遺跡 竹崎 追谷 山林 野領様式 鉄津 4

追谷V炉跡 製鉄遺跡 竹崎 追谷 山林 野餌様式 鉄津

追谷Ⅵ炉跡 製鉄遺跡 竹崎 追谷 山林 野銹様式 鉄津 4

243 追谷Ⅶ餌跡 製鉄遺跡 竹崎 追谷 山林 野炉様式 鉄淳 4

追谷Ⅷ炉跡 製鉄遺跡 竹崎 追谷 山林 野炉様式 鉄淳 4

カガラ谷 I領跡 製鉄遺跡 竹崎 カガラ谷 山林 野領様式 鉄津 4

カガラ谷Ⅱ領跡 製鉄遺跡 竹崎 カガラ谷 山林 野餌様式 鉄津 4

258 狼谷入口炉跡 製鉄遺跡 竹崎 狼谷入回 山林 野炉様式 鉄淳 4

257 古屋敷餌跡 梨鉄遺跡 竹崎 古屋敷 山林 野炉様式 鉄淳 4

256 追谷湯ノ迫領跡 製鉄遺跡 竹崎 湯ノ迫 水田山林 野炉様式か 鉄淳 4

中籾地区

神垣内古墳群 古墳 竹崎 神垣内 山林 (円墳 2基となっているが後世の砦と判別しがたい)板状石材あり 4

253 籾ノ木古墳群 古墳 竹崎 籾ノ木 山林 小円墳 2基崖上に残存、 2号墳は 1/2程残存、近くに古墓あり 4

竹崎城跡 城跡 竹崎 城山 山林
旧名 1河副城跡Jを 改称 尾根上70mに 浸 り4郭か ら /Fる 。派生
する F陵上のネ申lH内 古増群は物 見砦になっている① 4

惣善寺跡 寺院 竹崎 惣善寺 水 田 100∬程度の水田 (未ほ場) 4

大向上迫餌跡 製鉄遺跡 竹崎 大向奥上迫 山林 野領様式 鉄津 4

大向中迫餌跡 梨鉄遺跡 竹崎 大向中迫 山林 野炉様式 鉄淳 4

ヲロシ迫彿跡 梨鉄遺跡 竹崎 ヲロシ迫 山林 野炉様式 鉄淳 4

籾ノ木奥 I餌跡 製鉄追跡 竹崎 籾ノ木奥 山林 野領様式 鉄淳 4

籾ノ木奥Ⅱ炉跡 製鉄遣跡 竹崎 籾ノ木奥 山林 野餌様式 鉄津

山郡地区

274 山郡ほ場遺跡 散布地 竹崎 山郡 水田
ほ場整備工事中弥生末～古墳前期ごろの上師器片 を孫収 明確 な地
占 禾 日日シ普,諦

4

山郡家の上古墳 古墳 竹崎 家の上 山林 なだらかな低丘陵上の円墳、麓の瘤城突出部も古墳か 4

京ヶ崎経塚 その他 竹山奇 京ケ山奇 雑種地
旧路沿い突出地形上に 3基の石積み塚有 り、銅製経筒天文年 (1535)
の名あ り

259 須郷領跡 製鉄遺跡 竹崎 須郷炉谷 山林 高殿領 鉄津 4

山郡 I領跡 製鉄遺跡 竹崎 山郡 水田 高殿領 鉄淳 4

山郡Ⅱ餌跡 製鉄遺跡 竹崎 山郡 林道 高殿餌 鉄津 4

山郡Ⅲ炉跡 製鉄遺跡 竹崎 山郡 雑種地 高殿炉 鉄淳

船通山餌跡 梨鉄遺跡 竹崎 船通山 山林 野領様式 鉄津

山郡Ⅳ炉跡 製鉄遺跡 竹崎 山郡 雑種地 野領様式 鉄淳

山郡 V餌跡 製鉄遺跡 竹崎 山郡 水田 野彿様式 ? 鉄淳 4

262 山郡Ⅵ炉跡 製鉄遺跡 竹崎 山郡奥 山林 野領様式 鉄淳

263 山郡Ⅶ炉跡 製鉄遺跡 竹崎 山郡奥 雑種地 高殿炉 鉄淳

L
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264 山郡Ⅷ炉跡 製鉄遺跡 竹崎 山郡奥 山林 野餌様式 鉄津

山郡Ⅸ餌跡 製鉄遺跡 竹崎 山郡奥 維種地 野炉様式 鉄津 4

山郡 X餌跡 製鉄遺跡 竹崎 山郡奥 雑種地 野餌様式 鉄津 4

267 山郡�炉跡 製鉄遺跡 竹崎 山郡奥 雑種地 高殿餌  鉄淳

山郡�領跡 製鉄遺跡 竹崎 山郡奥 山林 野領様式 ? 鉄津

山郡� 炉跡 製鉄遺跡 竹崎 山郡奥 山林 野炉様式 鉄淳

270 山郡� 餌跡 製鉄遺跡 竹崎 山郡奥 山林 野領様式 鉄淳

271 山郡� 餌跡 製鉄遺跡 竹崎 山郡奥 水田 野炉様式 鉄淳

山郡畦原奥餌跡 製鉄遺跡 竹崎 畦原奥 山林 野錆様式 鉄津 7

273 山郡大鍛冶屋跡 製鉄遺跡 竹崎 山郡 雑種地 大鍛冶屋跡 4

中丁地区

「

L

鬼神神社遺跡 散布地 大呂 鬼神神社 社・畑 神社地拡張時及び付近の畑地にて弥生土器出土という 大部分消滅 3

299 橿蒜小学校
グランド

散布地 大呂 小国 学校地水田 確宅吊翁
良ごろの土器片 を包含 していたという、範囲不特定 ほ場 3

山根遺跡 散布地 大呂 山根 丘陵一段高い畑地、弥生後期～古墳後期末の土師・須恵器片あり 3

多久野塚古墳群 古墳 大呂 多久野 山林 そ跨獲漂轡獲鉗可廿�,蓼暴聟培羅箇
~部露出(3号墳)1～ 3号と 3

大呂川向古墳 古墳 大呂 川向 山林 畑 甲甲毒言誦墓態←警揚泳蒸妥チ屎各
10～ 8mの円墳、箱式石棺(1 3

荒神廻古墳群 古墳 大呂 荒神廻 山林 綺暑解  (～李輩目巻痙憩靴
1号墳は前兆19mの前方後円墳、2号

小国城跡 城砦 中丁小国土井 山林他 是篭孝泳 ;の原壌婆平
00mに わた り曲輪、13土塁堀切 3、 館跡地推 3

鬼神神社上へ砦跡 城砦 中丁 愛宕大仙 社・山林 手最督 発ゼ声唇野
上約400mに渡 り曲輪が続 く、一部社地 と して削 3

山根上へ砦跡 城砦 中丁 家ノ空 山林 裕を療
痩尾根上に約250mに渡 り粗略な小削平面が断続的する 臨 3

木舟砦跡 城砦 中丁 木舟 山林 場所手吾身〔鑑驀黎雀暴半去}て削平
され消減、西へ下る尾根上に掘 3

298 小国野炉跡 製鉄遣跡 中丁 月ヽ国 墓地 墓地山道に鉄淳散布 3

中丁栃木鋲跡 製鉄遺跡 中丁 栃木 山林 野銹様式 鉄津 3

福頼地区

1 龍ノ駒遺跡 散布地 大呂 龍ノ駒 雑・畑 習列響を答雲智た伊茎第黎詠警望の上器片がク
ロボク土中から採取

複す る。 7

都田古墓 古墓 大 呂 者Б田 雑 長磐羹窒爺碁f訟ち
周囲は鉄穴で削 り取 られている①石仏 と共に石 3

祥福寺跡 寺院 大呂 祥福寺 雑 周囲鉄穴にて削られている.近 くに墓地あり 3

福頼精煉所跡 製鉄遺跡 大呂 龍ノ駒 山林 撃冴牙
ノ駒領跡Jを改称 明治期絲原家操業 広さ100m以上石垣

7

上龍ノ駒領跡 製鉄遺跡 大呂 龍ノ駒 畑・山林 畑地に開拓されていて旧状不明瞭 道を挟んだ林内は山内跡 7

275 龍ノ駒道谷 I鋭跡 製鉄遺跡 大呂 龍ノ駒道谷 山林 野餌様式 鉄津

276 龍ノ駒道谷Π領跡 製鉄遺跡 大呂 龍ノ駒道谷 山林 野領様式 鉄淳 7

龍ノ駒道谷Ⅲ餌跡 製鉄遺跡 大呂 龍ノ駒道谷 山林 野餌様式 鉄津 7

龍ノ駒道谷Ⅳ炉跡 製鉄遺跡 大呂 龍ノ駒道谷 山林 野伊様式 鉄淳 7

龍ノ駒道谷 V餌跡 製鉄遺跡 大呂 龍ノ駒道谷 山林 野鋲様式 鉄津 7

龍ノ駒道谷Ⅵ餌跡 梨鉄遺跡 大呂 龍ノ駒道谷 山林 野領様式 鉄津 7

龍ノ駒草坂谷 I餌跡 製鉄遺跡 大呂 龍ノ駒板谷 山林 野伊様式 鉄淳 7

龍ノ駒草坂谷Ⅱ餌跡 製鉄遺跡 大呂 龍ノ駒板谷 山林 野領様式 鉄津 7

龍ノ駒本谷炉跡 製鉄遺跡 大呂 龍ノ駒 山林 野傍様式 鉄淳 7

龍ノ駒滝谷 I餌跡 製鉄遺跡 大呂 龍ノ駒滝谷 山林 野炉様式 鉄津 7
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「

龍ノ駒滝谷狂炉跡 製鉄遺跡 大呂 龍ノ駒滝谷 山林 高殿 ? 鉄滓 7

286 龍ノ駒滝谷皿領跡 製鉄遺跡 大呂 龍ノ駒滝谷 山林 高殿様式 ? 鉄津 7

287 龍ノ駒滝谷Ⅳ餌跡 製鉄遺跡 大呂 龍ノ駒滝谷 山林 野炉様式 ? 鉄津 7

青旨ノ駒糸日谷 I 製鉄遺跡 大呂 龍ノ駒細谷 山林 野炉様式 鉄淳 7

龍ノ駒細谷Ⅱ 製鉄遣跡 大呂 龍ノ駒細谷 山林 野領様式 鉄淳 7

龍ノ駒細谷Ⅲ 製鉄遺跡 大呂 龍ノ駒細谷 山林 野餌様式 鉄津 4

龍ノ駒細谷Ⅳ 製鉄遺跡 大呂 龍ノ駒細谷 山林 野餌様式 鉄津 4

龍ノ駒板屋谷 I 製鉄遺跡 大呂 龍ノ駒 山林 野炉様式 鉄淳 7

龍ノ駒板屋谷Ⅱ 製鉄遺跡 大呂 龍ノ駒 山林 野炉様式 鉄淳 7

福頼金屋子堀鍛冶屋 製鉄遺跡 大呂 金屋子堀 山林 大鍛冶屋跡 鉄淳 3

福頼香所跡 その他 大呂 福頼 水田 谷奥まる位置の張りだし台状地形ほ場整備により消滅 3

山県地区

万歳砦跡 城砦 大呂 山県 山林 褒房た管患好す鶏鄭号誘賛業舟チ李
U平面が連続、伯者又は能義地方

1

山奥大菅峠鋲跡 製鉄遺跡 大呂 山県 山林 野鋭様式 鉄津

鍛冶屋床大fPx冶屋跡 製鉄遺跡 大呂 鍛冶屋床 水田 大鍛冶屋跡 消滅 2

柴田尻 I炉跡 製鉄遺跡 大呂 柴田尻 水田 高殿餌

柴田尻Ⅱ伊跡 製鉄遺跡 大呂 柴田尻 水田 高殿餌

柴田尻Ⅲ炉跡 製鉄遺跡 大呂 柴田尻 山林 高殿様式

柴田尻Ⅳ炉跡 製鉄遺跡 大呂 柴田尻 山林 野炉様式 2

柴田尻 V炉跡 梨鉄遺跡 大呂 柴田尻 山林 野餌様式 (大型)

谷炉跡 製鉄遺跡 大呂 谷炉 水 田 高殿傍

谷餌谷 I炉跡 製鉄遺跡 大呂 谷領 山林 高殿銹 鉄津

谷餌谷Ⅱ炉跡 製鉄遺跡 大呂 谷鎖 山林 野炉様式 鉄津 2

104 焼領跡 製鉄遺跡 大呂 焼炉 水 田 高殿餌 l

焼餌谷奥炉跡 製鉄遺跡 大呂 山県 山林 野餌様式 鉄津 1

206 猿倉谷炉跡 製鉄遺跡 大呂 族倉谷 山林 野彿様式 鉄津 2

宇龍谷 I餌 製鉄鉄跡 大呂 宇龍谷 山林 野領様式 鉄淳 2

204 宇龍谷 Ⅱ領 製鉄遺跡 大呂 宇龍谷 山林 野炉様式 鉄淳 2

宇龍谷Ⅲ領 製鉄遺跡 大呂 宇龍谷 山林 野領様式 鉄淳 2

靖国餌 製鉄遺跡 大呂 山県 工場 現日刀保たたら 3

山県番所跡 その他 大呂 山県 田
県道伯南線 に沿った旧往還脇 き、遺構不明 ほ場整備 にて消滅 路
傍に石仏

1

代山地区

8 和田山遺跡 散布地 大呂 和田 I日大田 直径約 8mの環】犬配石、それに続く平坦面約35m 3

代山遺跡 散布地 大呂 薬師堂 林・墓 低丘陵端、弥生中～後期土器出土地 丘上の墓地 。原野部にも及ぶ 3

和田遺跡 散布地 大呂 和田 畑・宅 響屍兜琵瞥
の麓部一帯、石器、弥生～古墳時代の主に土師器が採取 3

安部宅上へ古墳群 古墳 大呂 的場 山林 孝暦諄に黒融 籍羨馬)督麿『ポ 
円墳1基 (2号)直径7m、 3

下大向古墳 古墳 大呂 木の下 山林 長磐羹ヮ暮患
基
稟纂揺
m 頂面に古墓あ り五輪塔片散乱 粗粒質石 3

大呂神社古墳群 古墳 大呂 宮ノ上 山林 小円墳 2基 社殿東横の位置にあり未発掘 3

タイケ庵古墳群 古墳 大呂 タイケ庵 山林 小庵に続く林内 円墳 2基 直径1lm テラスあり未発掘 3

代山 I炉 製鉄遺跡 大呂 代 山 山林 野炉様式 鉄淳 1

代山狂炉 製鉄遺跡 大呂 代 山 山林 野餌様式 鉄淳 1

L
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立地 と遺跡分布の概要

鳥上地区は横田町の東部、伯者国との境に位置し、その往還の要路にあたる。その道はほぼ斐伊川

の流れに沿って走り、本地区を東西に2分する形で流れている。横田地区と隣接する大字大呂は開か

れ水田が広がる。

また、歴史的にみると
`鳥
上の地は古事記、日本書紀に「`鳥髪J「鳥上峰」として登場することで知ら

れ、スサノオ命のオロチ退治神話の比定地である船通山の山裾にあたる。

龍ノ駒遺跡に代表される縄文土器から大呂川向古墳群、小国城など各時代の遺構が一様に見られる

ように、出雲国風土記に記載される横田郷の正倉が大呂地区にあったと比定されるなど、当時の中心

的地帯であったことが指摘されているところでもある。

山砂鉄採取のため鉄穴流しが行われたことを示す地形の変貌が随所にみられるが、特に古くから万

歳羽内谷から産する砂鉄が良質であることはよく知られ、今日に至っても「日刀保たたらJの砂鉄は

この地より採取されている。製鉄追跡は鉄師 卜蔵家に関わる原たたらをはじめ、高殿様式、野領様式

を合わせ117カ 所が確認され、鉄穴による消滅等を考慮すると200カ 所は超えるものと予想される。

遺跡の分布を大きく分けると船通山を主とする中国山脈の麓、船通山、山根側、追谷、山郡、福頼

各地区は豊富な山林資源を背景に古くからの製鉄遺跡が多く分布し、中丁、代山などの横田盆地に面

する地区は古墳群が、中丁や中籾など中心的集落の後背には中世城郭が多くみられる傾向にある。

船通山地区

船通山地区は中国山地の脊梁、船通山の山裾に位置し、斐伊川の源流にあたり、その支流赤川の流

れる亀石谷と江川が流れる双子谷との大きく2つの谷からなる。

亀石谷には近世の鉄師卜蔵家が幕末にかけて操業した町指定文化財の亀石たたら跡を代表に大小数

多くの製鉄跡が多数点在する。一方、双子谷は製鉄遺跡が確認されるものの鉄穴流しが盛んに行われ

た地帯であったことが見受けれ、細谷は良質のこもり小鉄が産することで知られ、原たたら跡にある

「頌功碑」に見える記録的出鉱もこの砂鉄によるものといわれている。

日向側・山根側 。中籾地区

斐伊川と平行して走る伯者の往還沿いに竹崎番所跡、竹崎城跡 (河副城 )、井西追跡など古代や中世

の主要な遺跡が所在し、山根狽1に は追跡が少ない。

何れの地区も鉄穴流しが行われ地形が変わっているが、とくに伯者と隣接した万歳、小万歳は古く

より良質の真砂鉄が産することで知られ、一帯に鉄穴流しが行われた形跡を変貌していることが見ら

れ、町指定文化財の羽内谷鉱山鉄穴流し本場は昭和47年 まで稼業していた。現在も、日刀保たたらに

おける砂鉄は、ここ羽内谷にて採取されているほどでその起源は古い。

追谷地区

船通山から派生する谷間に位置地し、鉄師 卜蔵家最後の労場である「原たたら」が所在することで

知られており、現在も山内遺構の面影を見ることができる。

下
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また、工事中に発見された「追谷遺跡」は、住居内より弥生時代後期後半の土器が出上し、その上

器は島根県立風上記の丘に寄託され、住居内での土器組成を知る貴重な資料となっている。

山郡地区

本地区も追谷同様、船通山を背景に富な山林を有し、山懐の林道沿いに高殿様式の梨鉄遺跡が多く

点在することで知られ、一様にたたら製鉄地帯である。著名な遺跡としては、伯者往還沿いに位置す

る京ケ崎経琢で、天文四年 (1535)の銅製経筒が出土している。また、斐伊川と山郡川が交わる河岸

段丘にかけての山郡ほ場遺跡は明確な範囲は不明であるが、弥生末期にはかなりの集落群であったこ

とが指摘されている。

中丁地区

鳥上地区の中央部にあたり最も開けたところであり、古代の遺跡が最も多く所在する地域で、本町

初見の前方後円墳も発見された。鬼神神社が延喜式にいう伊賀多気神社の前身であったともいわれ、

鳥上グランド遺跡周辺は多数の弥生中～後期の上器が出上したとされている。著名な遺跡として、大

呂川向古墳群は11基からなる古墳群で、一部発掘調査された。

また、本地区は伯者の要路に位置し、新たに4カ 所の城砦が確認されたことからも、中世戦国時代

の重要な位置を占めたことが窺がえる。

福頼地区

鳥取県日南町多里越え近くの龍ノ駒遺跡 (縄文)が県下で著名な遺跡として知られているが、古代

の追跡は他には現在では確認できず、どちらかというと一大たたら生産地帯であつたようで、22カ 所

もの製鉄遺跡が確認された。代表的なものとしては、絲原家が明治末に操業した福頼精煉所 (下龍ノ

駒たたら)、既述の龍ノ駒遺跡に隣接 して卜蔵家操業の龍ノ駒傍が知られている。

また、本地区の水田はほとんどが鉄穴流しによつて開田されたもので、良質のこもり砂鉄が産する

ことで知られていたようである。

山県地区

能義郡広瀬及伯者国にぬける往還沿いに位置し、万歳砦跡、山県呑所跡などから古 くからの要路で

あったことが窺えるが、古代に関わる遣跡は未だ確認されていない。

また、谷伊、焼領をはじめ

"床
等製鉄に関わる字名が多く残っている。このことから近世に盛んに

操業された地帯であることが窺えるが、後の鉄穴流しや開田で消滅したもののようである。

なお、日本美術刀剣保存協会による「日刀保たたら」が所在し、今日も操業している。

代山地区

鳥上地区の北辺で後背に仁多郡亀嵩地区と、西は横田地区と接する開けた地域で、横田郷の正倉が

おかれた地と比定されているところであり、古代では郡家のおかれた仁多町高田地区と並ぶ中心的地

区であつたと思われる。

また、製鉄遺跡は少なく、大呂神社古墳群、安部宅上古墳群など古墳が多い。東西に流れる斐伊川

を挟んで低丘陵上の大呂川向古墳群がのぞまれる。
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主 な遺跡

龍ノ駒遺跡

鳥取県日南町多里への県境近い道路わき

の谷川に面した小緩斜地で、昭和24年畑地

開墾の際、土器片が出土して注目された縄

文時代の遺跡である。

遺構は不明、土器の文様は磨消し縄文で

レンズ状～渦文の沈線が特徴的で縄文時代

後期の「中津式」に比定される。図示のほ

か縄文地、粗製無文、条痕文、円形刺突文

などもあったとされるが、少量とのこと、

また黒曜石製石鏃も採取されたという。山

深くせせらぎのほとりに営まれた季節的キ

谷iF

住)

小万歳遺跡 龍ノ駒遺跡

ャンプ地だったのであろうか。ともあれ島根県内山間部の縄文時代遺跡として最も早く著名となった

ところである。

なお、ごく近くには江戸時代たたら吹き梨鉄の遺跡があり、これによる攪乱消滅の部分もあるかも

しれない。

代山遺跡

南へ舌状に低 く張り出す丘陵突端近くで、昭和20年頃、切り崩した畑地をつくるときに弥生土器が

出土したと伝えられている。かつてこの土器には「年代山 木山豊雄氏宅付近」と墨書してあったと

のこと。山陽で盛行した凹線文を巡らせる弥生時代中期のもので昭和23年学会に紹介され、当時島根

県下の弥生式土器は稀であったことから、これを中期の標準土器とされていた。

なお、この付近を含む横田盆地を囲む低丘陵端裾部には数多くの弥生中 。後期の遺跡が散在し、奥

出雲にあって特異であるといえよう。

現況では遺物等は見当らないが丘陵上などには遺跡が残存する可能性がある。

追谷遺跡

弥生時代後期後半の住居跡で、昭和52年 3月 、追谷線改良工事中発見された。水田下に埋没してい

たもので、住居跡の奥部がわずかに残つていた。ここから土器が一括出土し、住居内での上器組成を

知る貴重な資料とされた。

大呂川向古墳群

横田盆地の東より、斐伊川に沿った低い丘陵上に営まれた古墳群で、直径 5～ 10cmの 円墳で 7基 と

4基の 2群からなる。昭和61年度国営農地開発事業の工事中に発見され、 2・ 3・ 4・ 8・ 10号墳は

消滅、 1号墳は中心部の石棺が調査された。

-16-
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代山遺跡 (山本清原図 )

0               20cm

追 谷 遺 跡

長さ1.80m、 幅0.35m～ 0.50mの箱式石棺で女性 2体が埋葬されていた。壮～熟年の女性 (2号人

。身長144cm位)が先葬で20才代後半の女性 (1号人 。身長146～ 151cm)が追葬されていた。土器は

須恵器で足端都と枕に転用したものがあり、 1号人の左脇に刀子が副葬されていた。

また、石棺の前側には敷石があり埋葬儀礼の場であつたかと思われる。

土器からこの 1号墳は古墳時代中期末～後期前半のころとされた。

この古墳から北正面に代山集落中心部が望まれる。時代が下つて奈良時代には、そのあたりに横田

郷の正倉がおかれたと比定されている。

荒神廻古墳群

斐伊川を遡り字代山から南東へ大きく曲がるあたりの北側で、鳥上運動場公園となった山塊から派

出する低丘陵の先端にあり、中丁集落の安部、長沢両宅の裏山にあたる。

幅10mた らずのフラットな丘陵上は起伏して先端に高まりとなり、ここに 1号墳があり、それから

づ
一
ぐ

―

一
千マｆ、〒

7

リ

と X

L
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大呂・サII向古墳群地形図

塾愛謹菫還蛙墓曇

|

1号墳 出土状況

≠

大呂・川向古墳群

約100mほ ど離れて 2号墳がある。この間に大きく掘削破損 しているが、 3号墳の残骸が見られる。

1号墳は小形の前方後円墳で、全長19m、 後円部径約1lm、 高さ 1～ 0。 7m、 前方部幅 3m、 長さ3

m、 長さ5.5mを測る。またこの墳頂からは西に横田盆地が広 く展望できる。

2号墳は直径約10～ 12mの円墳でやはり削 り出し整形のようである。周溝はなくテラスが半周 し

ている。

3号墳は破損が著しく明確でないが直径 8m位の円墳とみられる。

③

ク11
イ|イ
(lilt::

＼↓ ＼、
ロオ人1;

◎
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特記すべきことは、 1号墳が横田町内初見の前方後円墳であることであり、この被葬者は中央政権

とのなんらかのつながりがあると思われる。

なお、 1号墳・2号墳の保存状況は良好である。

竹崎城跡 (河副城とも呼ぶ)

竹崎の氏神王子神社の

東正面にあたる比高70m

の独立丘陵で南面約400

mほ ど下降する尾根 を

含む字名「城山」で頂部

にY字 型 に4郭 を配 し

頂郭には方形に一段高く

櫓台状の上段をつくる。

また、縄張り端の尾根

には堀切 りを設けている

さらに南東に降る尾根端

部には狭小な削平面があ

り、そのうち最も端部で

の高まるところは古墳
竹 崎 城 跡

(上神垣内古墳)を利用した物見曲輪であろう。所伝では中世末河副美作守居城と伝えて河副城とし

て呼んでいる。伯州への往還に面しており境の城の意味もあろう。

可ヽ国城跡

鳥上小学校の南後背丘陵部で独立

した比高35m程 の丘陵上約180mに

小曲輪が連なる。頂主郭部に掘り残

しの土塁があり、また堀切りとその

変形であるU字形堀 りが認められ

る。主郭下方の由輪には井戸跡と思

われ、小規模ながら城郭の構成であ

る。 また、東麓には字地名「土井」

が残る。付近一帯の字名が「小国」

であり主郭北麓には後世による「小

国殿塚」の石碑もある。小国氏については不詳であるが毛利の庭下であろうか。

鬼神神社上へ砦跡

大呂の氏神社である鬼神神社本殿上の丘陵を主とし西隣りの支尾根を含む陵線上延べ400mに も及

小 国 城 跡

9                 100m

争 γ

///
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ぶ範囲でしっかりとした削平の曲輪が単純に連続する。

堀切や土類等は認められない。支尾根部や中間の高まり

中世後期ごろ臨戦時使用の砦であったろうか。

古 墓

中世の石造墓塔に着目すると保存良好なものが少ない

を挙げておく。

。 ここには 2′点

1,下大向古墳墳頂の古墓には粗粒質石灰岩の五輪塔が数基分散乱埋没

している。図示の者は空風輪を欠くが、現存高39cm、 水輪はやや下膨れ

気味で上下のあたり部凹みにはヘソがある。

地輪はやや上窄み、火輪は厚みのものである。石材の石灰岩は備後東

城産と見られ、横田町では16世紀前半の限られた時代にのも用いられた

ようで、本夕Jも その一つといえよう。

なお、同質石材の塔片は福頼都田古墓にも1片みられた。

30cm

＼  /

下大向古墳内 鬼神神社上砦跡

2,鬼神神社上へ砦群の末端部で愛宕社旧地の下方にある足立家墓地内に所在する五輪塔は凝灰質砂

礫岩 (荒島石 ?)で全高70cmである。空風輪は整形で火輪は軒反りがあり、水輪はやや腰高である。

中世末ころであろうか。

また、この墓地の一段上への削平段にはシロコ石製の宝医印塔の風化した残欠 2基分があり、その

うち形状の判る九輪と宝珠部分は整形であるが請花は省略形である。この宝虚印塔はやや古い様相と

いえよう。

京ヶ崎経塚

竹崎集落の下流部で窄れる位置に北山裾から水田中に30mほ ど突

出する土塁状の張り出しのうえに営まれた経塚群で昭和41年の草刈り

跡にて経筒が採取され故荒木宗重氏の所蔵するところとなった。

経塚は先端から1～ 5号まであったが、現在では1～ 3号は明確で

あるが、 4・ 5号は判別しがたくなっている。出土した経筒は3号と

4号の経塚の中間あたりに露出していたもので総高10.5m,4.2mでか

つての鍍金は錆化剥落しており正面の銘文は次の通りであり、なかに

は炭化状態の経巻 1巻が入つているが、紙に墨書という以外には原形

も不明である。

九崩日向国住  敬

十羅刹女

(梵字バク)奉納大乗経王一国六十六部空然

三十番神

天文四年今月日 白

m

京ケ崎経塚出土

一部鬼神神社敷地として削り取られている。

にはかつて愛宕社や大山社が祀られていた。

懺
○
日

―-20-―



この経塚は横田から伯者への往還に位置し中世の回国納経のルートにあたることを示すもので出雲部

では希少な一例である。

万歳たたら跡

鳥取県境に近い県道の三又路となっているところで旧状は水田であつた。平成 4年発掘調査が行わ

れた。近世 卜蔵家経営とみられる高殿様式 1基のほかにそれ以前の野たたら様式の炉床 2基以上も同

埋没していた。 (PL 6)

原たたら跡

鉄師 卜蔵家が経営する最後のた

たら場で明和 5年 (1768)に吹き

はじめ大正14年まで稼業した。

その後、昭和13年帝国製鉄株式

会社が、ここの設備を復活して「叢

雲領」と称し第 2次世界大戦終結

までたたら吹き製鉄を行ったとこ

ろで、これらの建物は昭和30年代

まで残存していた。炉場の神木で

ある桂の木のほとり鉄池の近くに

操業最盛期の「頌功碑」がある。

これによると明治31年 12月 26日 、

3日押し操業にて63駄の出鉱等が記録されている。

現在は高殿の位置には木材置場の倉庫が建つているが炉の地下構造は概ね温存されているという。

なお、原たたら最終期ごろの山内全体の概念図は聞き取りで記録されている。

羽内谷鉱山鉄穴流し本場

たたら製鉄の原料である砂鉄を鉄穴流し

(水洗比重選鉱法)に よって採取する施設

で、 4カ 所の砂溜と下に続く大池、中池、

乙池、桶と呼ばれる長方形の溝で砂鉄を順

番に沈澱させて選別する、鉄穴流しの最終

段階の施設である。

昭和47年に稼業を終えたが、現存する遺

構としては全国唯―のもので、いつでも再

開できるよう整備され、町指定文化財とな

っている。

魏

卜角嫁7之ゎ夢噂滋駆 Ц
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第三砂漕め   ′〕r｀ヽ第一砂涸め
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原たたら 山内の配置 (佐世川徳雄。卜蔵幹夫原図)

□

□

足水 /
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YSS鳥上禾炭鉄工場原図
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羽内谷鉱山鉄穴流し本場見取図
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代山遺跡と

出土土器

和田山遺跡とその列石 山根遺跡と出土土器片



発見時状況

埋葬状況

大呂川向 ]号墳

土器出土状況

副葬品―須恵器と刀子―
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PL3

大呂神社古墳群

タイケ庵古墳群

多久野塚古墳群

籾ノ木古墳



PL4

鬼神神社上へ砦闘

万歳上へ砦跡

山根上へ砦跡

小国城跡



京ケ障経塚群

出土経筒

下大向古墳墳頂の五輪塔 (石灰岩製 )

都田古墓全景

大呂愛宕下石塔 (左凝灰岩製、右シロコ石製)

都田古墓一石灰炭製石塔片―



万歳たたら跡
―発掘時スナップー

野たたら様式炉床 2基

高殿様式

偏床

羽内谷鉱山鉄穴流し本場 ―復元したもの一
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